
                           

 

【事業の目的】 
 高齢者の「楽しみたい  働きたい  貢献したい」という思いを応援するため

に、関係機関や地域の方々と一緒に健康寿命の延伸や介護予防などを推進する

ことを目的とした取組です。  

 

【事業の内容】 
主な事業は以下のとおりです。  

①いきいきパス・ポイント事業  

 特定検診や健康づくりなどの市が指定する事業に参加することでポイントが

得られ、一定のポイントが貯まると地域通貨「ぼたん圓」と交換することが

できます。  

②地域福祉コーディネーター事業  

 市内７地区の市民活動センターに地域福祉コーディネーターを配置し、地域

住民の福祉相談や地域福祉連携の推進役を担います。  

③支え合いサポート事業  

 地域住民が援助の必要な方の生活支援を行い、その謝礼を地域通貨で受け取

る「地域支え合いの仕組み」です。事業内容を広く住民へ周知し、サポータ

ーを増やすことにより、地域内でのサービスのマッチングの増加を図ります。 

④認知症対策事業  

 認知症に関する正しい知識と理解を身につける学習機会を提供する「認知症

サポーター小学生養成講座」を開催します。また、令和２年度中に 70 歳に

達する方、75 歳に達する方を対象に「認知症検診」を実施します。  

 

 

【事業年度】 
 令和２年度～  

  

 

心のこもった地域福祉プロジェクト２０２０ 

－Ｎｏ .１１  東松山市－ 

分野区分  Ａ  



【予算額（千円）】 
２９，４２７千円  

 

【財源】 
 一般財源（市）  

 

【事業実施に至った背景・経緯】 
 高齢者がいつまでも元気に自分らしく暮らしていくためには、健康の保持増

進に加え、いきがいづくりと社会参加の機会の確保が必要です。長年にわたっ

て社会を支えてきた高齢者が有する豊かな経験、知識、技能を積極的に生かし

つつ、地域社会とのつながりが感じられる取組を施策横断的に実行することが

求められています。  

また、高齢化の進展に伴い認知症高齢者は更に増加し、令和７年（２０２５

年）には高齢者の５人に 1 人が認知症になると見込まれる中、認知症になって

も本人の意思が尊重され、住み慣れた地域で暮らし続けられる体制の構築が必

要です。  

 これらの課題に対応するため、「心のこもった地域福祉プロジェクト２０２

０」により地域福祉の充実に資する施策を広く展開し、健康長寿社会の実現を

目指します。  

 

【事業のＰＲポイント】 
①いきいきパス・ポイント事業  

 検診や健康づくり事業への参加をポイント化することで、高齢者の積極的な

外出や市内イベント等への参加を促し、健康寿命の延伸を図ります。  

②地域福祉コーディネーター事業  

 社会福祉協議会本部と連携し、社協支部の活動や地域の居場所づくりの支援

など、地域の皆さんの身近な場所の相談窓口として地域福祉を進めます。  

③支え合いサポート事業  

 高齢者等のちょっとした困りごとを地域のボランティアがお手伝いし、その

謝礼を地域通貨で受け取ります。高齢者等の日常生活の安心確保、元気な高

齢者の介護予防、地域経済の活性化という、いわば一石三鳥の効果のある仕

組みです。  

④認知症対策事業  

 認知症サポーター小学生養成講座を実施し、認知症に対する正しい知識を有

する若年層の増加を図ります。また、認知症検診の対象を拡大することで、



受診率向上を目指し、認知症の早期発見・長期治療につなげます。  

 

【事業実績・成果・今後の展開】 
 今年度の実績・効果等を検証し、今後の事業展開を検討します。  

 

【参考資料】 

 〇心のこもった地域福祉プロジェクト２０２０概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔  連絡先  〕  

  政策推進課  ０４９３（２３）２２２１（内線２２２）  






